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Q40a 「すざく」による銀河面リッジX線放射の観測
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2005年秋に行われた「すざく」衛星による銀河面 (l, b) = (28.◦5, 0.◦0)の観測結果については、2006年春の年
会で速報を述べたが、今回はより詳細な解析結果を報告する。積分時間は 100 ksecで、過去の観測に比べ統計に
すぐれ、かつ 4台のX線CCDカメラXISによる高分解スペクトルを取得することができた。鉄輝線は低電離の
6.4 keV、ヘリウム様イオンの 6.7 keV、水素様イオンの 7.0 keVからの 3本に分かれ、どれも有為な幅は検出さ
れなかった。低エネルギー側からも、酸素、ネオン、シリコン、硫黄等の重元素からの細い輝線が観測された。非
X線バックグラウンドと系外からのX線バックグラウンドを正確に見積り、またX線反射鏡の応答関数を計算す
ることにより、銀河面リッジ成分の絶対強度を測定することができた。それは過去のXMM-Newton,Chandraに
よる測定とも一致し、そのフラックスのすべてを点源だけで説明することは困難である。また、2006年 9月に予
定されている 100 ksec追観測の速報も行う予定である。


